














































































































要約;

　親達の育児上の悩み(心配ごと、困りごとおよび育児不安)が今日の育児環境では多く、

国も心の健康づくり事業を推進して、増加する育児不安、虐待、いじめや不登校などに対

応しつつある。

　心と行動の問題に乳幼児健診と保健指導で、どのように取り組むか、どのように対応す

るかを小児科医と栄養および心理の専門家で検討した。また、健康診査や育児相談に経験

の浅い小児科医が心の健康づくりを配慮した乳幼児健診と保健指導をする際の方向づけを

試みた。

　その内容は、

1乳幼児健診での心と行動の問題の重要性、

　1)育児上の悩みを持つ親への支援、

　2)育児不安と心身症の後方視的検討、

　3)乳幼児健診で心と行動に問題があった事例の追跡、

2.乳幼児期の心と行動の問題への取り組み、

　1)医療機関における子どもの心の健康づくり対策の実施について、

　2)心と行動の問題について、

　3)支援(援助)について、

3.健診でみる親の育児上の悩み(心配ごと、困りごとおよび育児不安)、

　1)親は訴えるが、普通は心配ない訴え、

　2)異常を疑われる訴えと行動、

4.心と行動の問題に配慮した健診と保健指導、

　1)食生活からみた小児期の心の健康づくり、

　2)アレルギー疾患に関連した育児相談とその対応、

　3)心と行動に主眼をおいた育児相談、

　4)親の状況、

　5)事故防止、

　6)予防接種に関する相談、

　7)発達に主眼をおいた育児相談、

　8)乳幼児健診における身体に関する相談、

　9)保育に関する相談、

である。


